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(57)【要約】
【課題】配電系統における電圧値を所定の範囲内に保ち
つつ、分散型電源を有効活用するように分散型電源の発
電量を制御する。
【解決手段】引込線１２１、１３１を介して配電系統と
連系する電力使用施設に設けられた分散型電源の発電量
を制御する電源制御装置１であって、施設外引込線１３
１のインピーダンス値を記憶するインピーダンス記憶部
３１と、施設内引込線１２１と施設外引込線１３１との
接続点１３０における電流値及び電圧値を取得する引込
口潮流情報取得部２１と、インピーダンス記憶部３１に
おいて記憶した施設外引込線１３１のインピーダンス値
と引込口潮流情報取得部２１において取得した電流値及
び電圧値とに基づいて、配電系統２０１と引込線１３１
との接続点における電圧値を算出する規制点電圧算出部
２３と、規制点電圧算出部２３において算出した電圧値
に基づいて、分散型電源１２０の発電量を制御する発電
量制御部２４と、を備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　引込線を介して配電系統と連系する電力使用施設に設けられた分散型電源の発電量を制
御する電源制御装置であって、
　前記引込線は、施設外引込線と施設内引込線によって構成され、
　前記施設外引込線のインピーダンス値を記憶するインピーダンス記憶部と、
　前記施設内引込線と前記施設外引込線との接続点における電流値及び電圧値を取得する
引込口潮流情報取得部と、
　前記インピーダンス記憶部において記憶した前記施設外引込線のインピーダンス値と前
記引込口潮流情報取得部において取得した電流値及び電圧値とに基づいて、前記配電系統
と前記引込線との接続点における電圧値を算出する規制点電圧算出部と、
　前記規制点電圧算出部において算出した電圧値に基づいて、前記分散型電源の発電量を
制御する発電量制御部と、
　を備えることを特徴とする電源制御装置。
【請求項２】
　引込線を介して配電系統と連系する電力使用施設に設けられた分散型電源の発電量を制
御する電源制御装置であって、
　前記引込線は、施設外引込線と施設内引込線によって構成され、
　前記施設外引込線及び前記施設内引込線のインピーダンス値を記憶するインピーダンス
記憶部と、
　前記施設内引込線と前記施設外引込線との接続点における電流値を取得する引込口潮流
情報取得部と、
　前記分散型電源から供給される電力の電流値及び電圧値を取得する電源潮流情報取得部
と、
　前記インピーダンス記憶部において記憶した前記施設外引込線及び前記施設内引込線の
インピーダンス値と前記引込口潮流情報取得部において取得した電流値と前記電源潮流情
報取得部において取得した電流値及び電圧値とに基づいて、前記配電系統と前記引込線と
の接続点における電圧値を算出する規制点電圧算出部と、
　前記規制点電圧算出部において算出した電圧値に基づいて、前記分散型電源の発電量を
制御する発電量制御部と、
　を備えることを特徴とする電源制御装置。
【請求項３】
　引込線を介して配電系統と連系する電力使用施設に設けられた分散型電源の発電量を制
御する電源制御装置であって、
　前記引込線は、施設外引込線と施設内引込線によって構成され、
　前記引込線のインピーダンス値を記憶するインピーダンス記憶部と、
　前記施設内引込線と前記施設外引込線との接続点における電流値を取得する引込口潮流
情報取得部と、
　前記分散型電源から供給される電力の電圧値を取得する電源潮流情報取得部と、
　前記インピーダンス記憶部において記憶した前記引込線のインピーダンス値と前記引込
口潮流情報取得部において取得した電流値と前記電源潮流情報取得部において取得した電
圧値とに基づいて、前記配電系統と前記引込線との接続点における電圧値を算出する規制
点電圧算出部と、
　前記規制点電圧算出部において算出した電圧値に基づいて、前記分散型電源の発電量を
制御する発電量制御部と、
　を備えることを特徴とする電源制御装置。
【請求項４】
　引込線を介して配電系統と連系する電力使用施設に設けられた分散型電源の発電量を制
御する電源制御装置であって、
　前記引込線は、施設外引込線と施設内引込線によって構成され、
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　前記施設内引込線のインピーダンス値を記憶するインピーダンス記憶部と、
　前記分散型電源から供給される電力の電流値及び電圧値を取得する電源潮流情報取得部
と、
　前記インピーダンス記憶部において記憶した前記施設内引込線のインピーダンス値と前
記電源潮流情報取得部において取得した電流値及び電圧値とに基づいて、前記施設内引込
線と前記施設外引込線との接続点における電圧値を算出する規制点電圧算出部と、
　前記規制点電圧算出部において算出した電圧値に基づいて、前記分散型電源の発電量を
制御する発電量制御部と、
　を備えることを特徴とする電源制御装置。
【請求項５】
　施設外引込線と施設内引込線によって構成される引込線を介して配電系統と連系する電
力使用施設に設けられた分散型電源の発電量を、前記施設外引込線のインピーダンス値を
予め記憶している電源制御装置を用いて制御する方法であって、
　コンピュータが、
　前記施設内引込線と前記施設外引込線との接続点における電流値及び電圧値を取得する
ステップと、
　前記記憶した前記施設外引込線のインピーダンス値と前記取得した電流値及び電圧値と
に基づいて、前記配電系統と前記引込線との接続点である引込柱における電圧値を算出す
るステップと、
　前記算出した前記引込柱における電圧値に基づいて、前記分散型電源の発電量を制御す
るステップと、
　を含むことを特徴とする電源制御方法。
【請求項６】
　施設外引込線と施設内引込線によって構成される引込線を介して配電系統と連系する電
力使用施設に設けられた分散型電源の発電量を、前記施設外引込線のインピーダンス値を
予め記憶している制御するプログラムであって、
　コンピュータに、
　前記施設内引込線と前記施設外引込線との接続点における電流値及び電圧値を取得する
ステップと、
　前記記憶した前記施設外引込線のインピーダンス値と前記取得した電流値及び電圧値と
に基づいて、前記配電系統と前記引込線との接続点である引込柱における電圧値を算出す
るステップと、
　前記算出した前記引込柱における電圧値に基づいて、前記分散型電源の発電量を制御す
るステップと、
　を実行させることを特徴とする電源制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、分散型電源の発電量を制御する電源制御装置、方法及びプログラムに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　近年、地球環境問題やエネルギー安全保障への意識の高まり等から、自然エネルギー等
を利用した分散型電源の導入が盛んになりつつある。また、電力事業者は、電気事業者に
よる新エネルギー等の利用に関する特別措置法（以下、「ＲＰＳ法」）によって新エネル
ギーで発電された電力の利用を義務付けられていることから、これら分散型電源からの電
力の購入に積極的に取り組んでいる。
【０００３】
　一方で、電力事業者が配電系統へ引込線を介して電力の供給を受ける際には、電気事業
法等の法令の定めに則り、配電系統において電圧が所定の値の範囲（９５ボルト以上１０
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７ボルト以下）となるように調整しなければならない。しかしながら、これまでは引込線
において生じる電位差を正確に把握できていなかったために、適正値の範囲から逸脱しな
いよう分散型電源の発電量を過度に抑制してしまい、分散型電源の発電容量を有効に活用
できていないとの問題があった。
【０００４】
　ところで、特許文献１には、系統に接続している各分散型電源の発電容量及び発電状況
に係る情報に基づいて各分散型電源の発電量を制御する技術が開示されているが、この技
術は、系統全体の発電量を制御するためのものであって、配電系統における電圧を制御す
るものではない。
【特許文献１】特開２００６－２８０１５４号報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、このような課題に対して、配電系統における電圧値を所定の範囲内に保ちつ
つ、分散型電源を有効活用するように分散型電源の発電量を制御することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の発明は、引込線を介して配電系統と連系する電力使用施設に設けられた分散型電
源の発電量を制御する電源制御装置であって、
　前記引込線は、施設外引込線と施設内引込線によって構成され、
　前記施設外引込線のインピーダンス値を記憶するインピーダンス記憶部と、
　前記施設内引込線と前記施設外引込線との接続点における電流値及び電圧値を取得する
引込口潮流情報取得部と、
　前記インピーダンス記憶部において記憶した前記施設外引込線のインピーダンス値と前
記引込口潮流情報取得部において取得した電流値及び電圧値とに基づいて、前記配電系統
と前記引込線との接続点における電圧値を算出する規制点電圧算出部と、
　前記規制点電圧算出部において算出した電圧値に基づいて、前記分散型電源の発電量を
制御する発電量制御部と、
　を備えることを特徴とする電源制御装置である。
【０００７】
　第２の発明は、引込線を介して配電系統と連系する電力使用施設に設けられた分散型電
源の発電量を制御する電源制御装置であって、
　前記引込線は、施設外引込線と施設内引込線によって構成され、
　前記施設外引込線及び前記施設内引込線のインピーダンス値を記憶するインピーダンス
記憶部と、
　前記施設内引込線と前記施設外引込線との接続点における電流値を取得する引込口潮流
情報取得部と、
　前記分散型電源から供給される電力の電流値及び電圧値を取得する電源潮流情報取得部
と、
　前記インピーダンス記憶部において記憶した前記施設外引込線及び前記施設内引込線の
インピーダンス値と前記引込口潮流情報取得部において取得した電流値と前記電源潮流情
報取得部において取得した電流値及び電圧値とに基づいて、前記配電系統と前記引込線と
の接続点における電圧値を算出する規制点電圧算出部と、
　前記規制点電圧算出部において算出した電圧値に基づいて、前記分散型電源の発電量を
制御する発電量制御部と、
　を備えることを特徴とする電源制御装置である。
【０００８】
　第３の発明は、引込線を介して配電系統と連系する電力使用施設に設けられた分散型電
源の発電量を制御する電源制御装置であって、
　前記引込線は、施設外引込線と施設内引込線によって構成され、
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　前記引込線のインピーダンス値を記憶するインピーダンス記憶部と、
　前記施設内引込線と前記施設外引込線との接続点における電流値を取得する引込口潮流
情報取得部と、
　前記分散型電源から供給される電力の電圧値を取得する電源潮流情報取得部と、
　前記インピーダンス記憶部において記憶した前記引込線のインピーダンス値と前記引込
口潮流情報取得部において取得した電流値と前記電源潮流情報取得部において取得した電
圧値とに基づいて、前記配電系統と前記引込線との接続点における電圧値を算出する規制
点電圧算出部と、
　前記規制点電圧算出部において算出した電圧値に基づいて、前記分散型電源の発電量を
制御する発電量制御部と、
　を備えることを特徴とする電源制御装置である。
【０００９】
　第４の発明は、引込線を介して配電系統と連系する電力使用施設に設けられた分散型電
源の発電量を制御する電源制御装置であって、
　前記引込線は、施設外引込線と施設内引込線によって構成され、
　前記施設内引込線のインピーダンス値を記憶するインピーダンス記憶部と、
　前記分散型電源から供給される電力の電流値及び電圧値を取得する電源潮流情報取得部
と、
　前記インピーダンス記憶部において記憶した前記施設内引込線のインピーダンス値と前
記電源潮流情報取得部において取得した電流値及び電圧値とに基づいて、前記施設内引込
線と前記施設外引込線との接続点における電圧値を算出する規制点電圧算出部と、
　前記規制点電圧算出部において算出した電圧値に基づいて、前記分散型電源の発電量を
制御する発電量制御部と、
　を備えることを特徴とする電源制御装置である。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、配電系統における電圧値を所定の範囲内に保ちつつ、分散型電源を有
効活用するように分散型電源の発電量を制御することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　図１は、本発明の一実施形態である電源制御装置１のハードウェア構成を示す図である
。電源制御装置１は、ＣＰＵ１０、メモリ１１、記憶装置１２、記録媒体読取装置１３、
通信インターフェイス１４、入力装置１５、及び出力装置１６等を備えている。
【００１２】
　ＣＰＵ１０は、記憶装置１２に記憶されているプログラムをメモリ１１に読み出して実
行する。ここで、記憶装置１２は例えばハードディスクドライブ等である。記録媒体読取
装置１３は、例えばＣＤ－ＲＯＭ等の記録媒体１７に記録されたプログラムを読み取るド
ライブ装置である。また、入力装置１５は、キーボードやマウス等であり、出力装置１６
は、ディスプレイやプリンタ等である。
【００１３】
　図２は、本発明の一実施形態である電源制御装置１と電力使用施設１００と電力使用施
設１００に連系する商用電源２００等の構成を示す図である。同図に示すように、電力使
用施設１００は、電力負荷１１０と分散型電源１２０とを備え、引込線１２１、１３１を
介して配電系統２０１に連系している。配電系統２０１へは、商用電源２００から電力が
供給されている。また、電源制御装置１は、電力使用施設１００と通信線４０を介して接
続しており、引込口潮流情報取得部２１、電源潮流情報取得部２２、規制点電圧算出部２
３、発電量制御部２４、インピーダンス記憶部３１を備える。なお、インピーダンス記憶
部３１は、記憶装置１２上に構築され、また引込口潮流情報取得部２１、電源潮流情報取
得部２２、規制点電圧算出部２３、発電量制御部２４、の各機能部は、ＣＰＵ１０が記憶
装置１２に記憶されたプログラムを読み出して実行することにより実現される。
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【００１４】
　商用電源２００は、電力事業者が電力を一般の電力需要者に供給する電源である。商用
電源２００からの電力は、配電系統２０１を経由して一般の電力需要者に供給される。配
電系統２０１には引込柱２２０が設けられ、引込柱２２０から施設外引込線１３１、施設
内引込線１２１を介して電力使用施設１００内の電力負荷１１０及び分散型電源１２０に
接続している。以上のように、電力負荷１１０は、商用電源２００から配電系統２０１と
施設外引込線１３１と施設内引込線１２１とを介して、電力が供給される。
【００１５】
　また、引込柱２２０から引込線３０１を介して別の電力使用施設３００にも電力が供給
される。なお、この実施形態において、電力使用施設３００は、電力使用施設１００に隣
接する（最も近い）電力使用施設であるとする。
【００１６】
　電力負荷１１０は、商用電源２００から供給される電力又は分散型電源１２０で発電し
た電力を消費する機器であって、例えば家電製品や照明機器、コンピュータである。
【００１７】
　分散型電源１２０は、太陽光発電機や熱電併給システム等の自家発電機である。分散型
電源１２０において発電された電力は、電力使用施設１００内の電力負荷１１０で消費さ
れるが、余剰となった電力は他の電力使用施設や電力事業者に供給することができる。す
なわち、分散型電源１２０は、施設内引込線１２１及び施設外引込線１３１を介して配電
系統２０１に接続することで電力事業者等に電力を供給（売電）することができる。
【００１８】
　引込口１３０は、施設外引込線１３１と施設内引込線１２１とが接続する箇所である。
【００１９】
　電源潮流検出器１２５は、分散型電源１２０に引込線１２１が接続する箇所での電流値
及び電圧値を検出する。また、引込口潮流検出器１３５は、引込口１３０での電流値及び
電圧値を検出する。
【００２０】
　インピーダンス記憶部３１は、施設外引込線１３１と施設内引込線１２１とのインピー
ダンス値をそれぞれ予め記憶する。これらのインピーダンスの測定は、例えば、分散型電
源１２０の設置工事等の機会を利用して行う。
【００２１】
　引込口潮流情報取得部２１は、引込口潮流検出器１３５において検出された電流値Ｉａ
及び電圧値Ｖａを通信線４０を介して取得する。
【００２２】
　電源潮流情報取得部２２は、電源潮流検出器１２５において検出された電流値Ｉｐ及び
電圧値Ｖｐを通信線４０を介して取得する。
【００２３】
　規制点電圧算出部２３は、インピーダンス記憶部３１において記憶した施設外引込線１
３１のインピーダンス値Ｚｄと施設内引込線１２１とのインピーダンス値Ｚｐ、引込口潮
流情報取得部２１において取得した電流値Ｉａ又は電圧値Ｖａ、電源潮流情報取得部２２
において取得した電流値Ｉｐ又は電圧値Ｉａに基づいて、引込柱２２０における電圧値Ｖ
ｃを算出する。具体的な算出方法については、後述する。
【００２４】
　発電量制御部２４は、規制点電圧算出部２３において算出した電圧値に基づいて、引込
柱２２０における電圧値が１０７Ｖ以下となるように分散型電源１２０の発電量を制御す
る。なお、分散型電源１２０の発電制御は、社団法人日本電気協会が制定した電気技術規
程（系統連系規定ＪＥＡＣ９７０１－２００６）等、一般的に知られた方法を用いて行う
ものとする。
【００２５】
　電力事業者が電力を電力使用者に供給する場合、標準電圧が１００ボルトの配電線にお
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いて維持すべき電圧値は各電力使用者の需給点にて９５Ｖ以上１０７Ｖ以下（以下、「適
正値」という）である（電気事業法２６条及び電気事業法施行規則４４条）。しかし、分
散型電源１２０による電力供給がある場合は、分散型電源１２０を備える電力使用施設１
００において適正値の範囲外であっても、電力使用施設１００に隣接する電力使用施設３
００へ電力を供給する引込柱２２０における電圧値が適正値の範囲内であればよいことと
なっている。
【００２６】
　ところで、適正値の下限である９５Ｖは、電力事業者によって商用電源２００から電力
が供給されることで維持される。一方、分散型電源１２０を有効活用するために、発電量
はなるべく大きくするのが好ましい。よって、分散型電源１２０で発電した電力を配電系
統に供給する場合、分散型電源１２０での発電量は、引込柱２２０における電圧値Ｖｃが
適正値の上限値１０７Ｖを超えない範囲で発電量が最大となるように制御すればよい。　
　以下、電源制御装置１での制御の処理フローについて説明する。
【００２７】
　＜制御方法１＞
　引込口潮流情報取得部２１において引込口１３０の電流値Ｉａ及び電圧値Ｖａを取得す
ることができれば、制御方法１によって電源制御装置１を制御することができる。
【００２８】
　図３は、制御方法１の制御フロー図である。まず、引込口潮流情報取得部２１において
、引込口１３０における電流値Ｉａと電圧値Ｖａを取得する（Ｓ３０２）。次に、以下の
式（１）により、規制点電圧算出部２３において規制点である引込柱２２０での電圧値Ｖ
ｃを算出する（Ｓ３０４）。　
　Ｖｃ＝Ｚｄ×Ｉａ＋Ｖａ・・・（１）
【００２９】
　もし、電圧値Ｖｃ＞１０７Ｖであれば（Ｓ３０６：ＹＥＳ）、発電量制御部２４は、分
散型電源１２０の発電量を減少させる（Ｓ３０８）。一方、電圧値Ｖｃ＜１０７Ｖであれ
ば（Ｓ３０６：ＮＯ、Ｓ３１０：ＹＥＳ）、発電量制御部２４は、分散型電源１２０の発
電量を増加させる（Ｓ３１２）。また、電圧値Ｖｃ＝１０７Ｖであれば（Ｓ３０６：ＮＯ
、Ｓ３１０：ＮＯ）、発電量制御部２４は、分散型電源１２０の発電量を維持する（Ｓ３
１４）。
【００３０】
　以上の通り、制御方法１によれば、電力事業法等の法令に則り、引込柱２２０における
電圧値Ｖｃを適正値の範囲に保ちつつ、分散型電源１２０を有効活用するように分散型電
源１２０の発電量を制御することができる。すなわち、制御方法１によれば、引込柱２２
０における電圧値Ｖｃを正確かつ簡易に算出することができ、この電圧値Ｖｃに基づいて
電圧値Ｖｃを適正値の範囲に保ちつつ分散型電源１２０の発電量を最大化することができ
る。
【００３１】
　＜制御方法２＞
　もし、電圧値Ｖａが取得できず、制御方法１による制御ができない場合であっても、引
込口潮流情報取得部２１において電流値Ｉａを取得し、電源潮流情報取得部２２において
電流値Ｉｐ及び電圧値Ｖｐを取得することができれば、制御方法２によって電源制御装置
１を制御することができる。
【００３２】
　図４は、制御方法２の制御フローを示すフロー図である。まず、引込口潮流情報取得部
２１において引込口１３０における電流値Ｉａと、電源潮流情報取得部２２において電流
値Ｉｐ及び電圧値Ｖｐを取得する（Ｓ４０２）。次に、以下の式（２）により、規制点電
圧算出部２３において規制点である引込柱２２０での電圧値Ｖｃを算出する（Ｓ４０４）
。　
　Ｖｃ＝Ｚｄ×Ｉａ＋Ｚｐ×Ｉｐ＋Ｖｐ・・・（２）
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【００３３】
　もし、電圧値Ｖｃ＞１０７Ｖであれば（Ｓ４０６：ＹＥＳ）、発電量制御部２４は、分
散型電源１２０の発電量を減少させる（Ｓ４０８）。一方、電圧値Ｖｃ＜１０７Ｖであれ
ば（Ｓ４０６：ＮＯ、Ｓ４１０：ＹＥＳ）、発電量制御部２４は、分散型電源１２０の発
電量を増加させる（Ｓ４１２）。また、電圧値Ｖｃ＝１０７Ｖであれば（Ｓ４０６：ＮＯ
、Ｓ４１０：ＮＯ）、発電量制御部２４は、分散型電源１２０の発電量を維持する（Ｓ４
１４）。
【００３４】
　以上の通り、制御方法２によれば、電力事業法等の法令に則り、引込柱２２０における
電圧値Ｖｃを適正値の範囲に保ちつつ、分散型電源１２０を有効活用するように分散型電
源１２０の発電量を制御することができる。すなわち、制御方法２によれば、引込柱２２
０における電圧値Ｖｃを正確かつ簡易に算出することができ、この電圧値Ｖｃに基づいて
電圧値Ｖｃを適正値の範囲に保ちつつ分散型電源１２０の発電量を最大化することができ
る。
【００３５】
　＜制御方法３＞
　電圧値Ｖａ及び電流値Ｉｐを取得できず、制御方法１及び２による制御ができない場合
であっても、電力負荷１１０が分散型電源１２０の出力に比較して小さいケースなどでは
、引込口潮流情報取得部２１において電流値Ｉａを取得し、電源潮流情報取得部２２にお
いて電圧値Ｖｐを取得することにより、制御方法３によって電源制御装置１を制御するこ
とができる。
【００３６】
　図５は、制御方法３の制御フローを示すフロー図である。まず、引込口潮流情報取得部
２１において引込口１３０における電流値Ｉａと、電源潮流情報取得部２２において電圧
値Ｖｐを取得する（Ｓ５０２）。次に、以下の式（３）により、規制点電圧算出部２３に
おいて規制点である引込柱２２０での電圧値Ｖｃを算出する（Ｓ５０４）。　
　Ｖｃ＝（Ｚｄ＋Ｚｐ）×Ｉａ＋Ｖｐ・・・（３）
【００３７】
　もし、電圧値Ｖｃ＞１０７Ｖであれば（Ｓ５０６：ＹＥＳ）、発電量制御部２４は、分
散型電源１２０の発電量を減少させる（Ｓ５０８）。一方、電圧値Ｖｃ＜１０７Ｖであれ
ば（Ｓ５０６：ＮＯ、Ｓ５１０：ＹＥＳ）、発電量制御部２４は、分散型電源１２０の発
電量を増加させる（Ｓ５１２）。また、電圧値Ｖｃ＝１０７Ｖであれば（Ｓ５０６：ＮＯ
、Ｓ５１０：ＮＯ）、発電量制御部２４は、分散型電源１２０の発電量を維持する（Ｓ５
１４）。
【００３８】
　以上の通り、制御方法３によれば、電力事業法等の法令に則り、引込柱２２０における
電圧値Ｖｃを適正値の範囲に保ちつつ、分散型電源１２０を有効活用するように分散型電
源１２０の発電量を制御することができる。すなわち、制御方法３によれば、引込柱２２
０における電圧値Ｖｃを正確かつ簡易に算出することができ、この電圧値Ｖｃに基づいて
電圧値Ｖｃを適正値の範囲に保ちつつ分散型電源１２０の発電量を最大化することができ
る。
【００３９】
　＜制御方法４＞
　電圧値Ｖａ及び電流値Ｉａを取得できず、制御方法１～３による制御ができない場合で
あっても、電圧規制点を引込口１３０とするケースなどでは、電源潮流情報取得部２２に
おいて電流値Ｉｐ及び電圧値Ｖｐを取得することにより、制御方法４によって電源制御装
置１を制御することができる。
【００４０】
　図６は、制御方法３の制御フローを示すフロー図である。まず、電源潮流情報取得部２
２において電流値Ｉｐ及び電圧値Ｖｐを取得する（Ｓ６０２）。次に、以下の式（４）に
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より、規制点電圧算出部２３において施設内引込線１２１と施設外引込線１３１との接続
点での電圧値Ｖａを算出する（Ｓ６０４）。　
　Ｖａ＝Ｚｐ×Ｉｐ＋Ｖｐ・・・（４）
【００４１】
　もし、電圧値Ｖａ＞１０７Ｖであれば（Ｓ６０６：ＹＥＳ）、発電量制御部２４は、分
散型電源１２０の発電量を減少させる（Ｓ６０８）。一方、電圧値Ｖａ＜１０７Ｖであれ
ば（Ｓ６０６：ＮＯ、Ｓ５１０：ＹＥＳ）、発電量制御部２４は、分散型電源１２０の発
電量を増加させる（Ｓ６１２）。また、電圧値Ｖａ＝１０７Ｖであれば（Ｓ６０６：ＮＯ
、Ｓ６１０：ＮＯ）、発電量制御部２４は、分散型電源１２０の発電量を維持する（Ｓ６
１４）。
【００４２】
　以上の通り、制御方法４によれば、電力事業法等の法令に則り、引込柱２２０における
電圧値Ｖｃを適正値の範囲に保ちつつ、分散型電源１２０を有効活用するように分散型電
源１２０の発電量を制御することができる。すなわち、制御方法４によれば、施設内引込
線１２１と施設外引込線１３１との接続点での電圧値Ｖａを正確かつ簡易に算出すること
ができる。引込柱２２０における電圧値Ｖｃは、施設外引込線１３１での電圧降下分だけ
電圧値Ｖａよりも低い値となっているので、この電圧値Ｖａが適正値１０７Ｖを越えない
範囲となるよう制御すれば、電圧値Ｖｃも常に適正値１０７Ｖを越えない範囲を保つこと
ができる。
【００４３】
　なお、以上の実施形態の説明は、本発明の理解を容易にするためのものであり、本発明
を限定するものではない。本発明はその趣旨を逸脱することなく、変更、改良され得ると
共に本発明にはその等価物が含まれることは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明の実施形態である電源制御装置１のハードウェア構成を示す図である。
【図２】本発明の一実施形態である電源制御装置１と電力使用施設１００と電力使用施設
１００に連系する商用電源２００等の構成を示す図である。
【図３】制御方法１の制御フローを示すフロー図である。
【図４】制御方法２の制御フローを示すフロー図である。
【図５】制御方法３の制御フローを示すフロー図である。
【図６】制御方法４の制御フローを示すフロー図である。
【符号の説明】
【００４５】
　１　電源制御装置
１０　ＣＰＵ
１１　メモリ
１２　記憶手段
１３　記録媒体読取手段
１４　通信手段
１５　入力手段
１６　出力手段
１７　記録媒体
２１　引込口潮流情報取得部
２２　電源潮流情報取得部
２３　規制点電圧算出部
２４　発電量制御部
３１　インピーダンス記憶部
４０　通信線
１００　電力使用施設
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１１０　電力負荷
１２０　分散型電源
１２１　施設内引込線
１２５　電源潮流検出器
１３０　引込口
１３１　施設外引込線
１３５　引込口潮流検出器
２００　商用電源
２０１　配電系統
２２０　引込柱
３００　電力施設

【図１】

【図２】

【図３】
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